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●姉妹都市ウェタスキウィン市から18人が来町
●足寄町の健康だより「からだ元気」
●足寄町の財政状況
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姉妹都市ウェタスキウィン市から
18人が来町

姉妹都市カナダ・アルバータ州ウェタスキウィン市と

足寄町が姉妹都市提携を結んで今年で21年目を迎えました。

４月20日～23日、グラディス・マジェルスキーさ
んを団長とした

中学生２人、高校生11人、引率５人の計18人の訪問団が

本町を訪れ、中学生や高校生などと交流しました。

４
月
20
日
（
１
日
目
）

　

午
後
３
時
、
訪
問
団
が
足
寄
町
に
到
着
し

ま
し
た
。
早
速
、
動
物
化
石
博
物
館
を
見
学
。

館
内
見
学
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
後
、

役
場
庁
舎
を
訪
れ
安
久
津
勝
彦
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
安
久
津
町
長
と
グ
ラ
デ
ィ

ス
団
長
が
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
訪
問
団
か

ら
町
に
友
好
の
証
と
し
て
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ

ン
市
史
と
ア
ル
バ
ー
タ
州
旗
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
続
け
て
午
後
６
時
か
ら
歓
迎
夕
食
会
が

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
Ｗ
Ａ
の
会
会
員
な
ど
約
１
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
初
め
に
安
久
津
町
長
が
「
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
お
互
い
の
友
好
を

深
め
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま

４
月
22
日
（
３
日
目
）

　

訪
問
団
員
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒

に
過
ご
す
自
由
時
間
の
日
。
団
員
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
帯
広
市
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
阿
寒
湖
温
泉
な
ど
を
訪
れ
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
午
後
６
時
、
町
民

セ
ン
タ
ー
で
「
お
別
れ
夕
食
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
訪
問
団
に
よ
る
劇
「
か
さ
じ
ぞ
う
」

が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
団
員
ら
が

「
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、
今
後
も
こ
の
友

情
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」「
ま
た
い
つ

か
日
本
に
戻
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
」「
今

度
は
ぜ
ひ
カ
ナ
ダ
に
来
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
。
グ
ラ
デ
ィ
ス
団
長
が
「
素
晴

ら
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
深
い

友
情
に
感
謝
し
ま
す
。
９
月
に
足
寄
町
の
生

徒
の
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
町

か
ら
訪
問
団
へ
町
百
年
史
と
町
旗
を
手
渡
し
、

両
市
町
の
友
好
の
絆
を
確
認
し
ま
し
た
。

４
月
23
日
（
最
終
日
）

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
訪
問
団
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別

れ
を
惜
し
み
、
多
く
の
町
民
に
見
送
ら
れ
カ

ナ
ダ
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
年
９
月
に
第
11
次
中
高
生
海

外
研
修
訪
問
団
の
派
遣
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

し
た
。
訪
問
団
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
紹

介
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
足
寄
雌

阿
寒
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
和
太
鼓
や
藤
間
流

足
寄
藤
真
会
に
よ
る
日
本
舞
踊
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
が
ギ

タ
ー
や
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
を
披
露
し
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

４
月
21
日
（
２
日
目
）

　

訪
問
団
は
足
寄
中
学
校
と
足
寄
高
等
学
校

で
の
１
日
体
験
入
学
や
足
型
採
取
を
行
い
ま

し
た
。
体
験
入
学
で
は
書
道
や
箏そ

う

曲
き
ょ
く

、
茶
道

な
ど
の
日
本
文
化
を
体
験
し
た
ほ
か
、
ス
ポ

ー
ツ
や
調
理
実
習
で
生
徒
た
ち
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
訪
問
団
と
生
徒
た
ち
は
す
ぐ
に

打
ち
解
け
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
り
会
話
を

弾
ま
せ
た
り
し
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ウェタスキウィン市訪問団� ※敬称略

氏　　　名
ホスト

ファミリー

中
学
生

ザック・マジョー 後藤　勝巳

タイセン・ワイルドボア
菅原　智美

高　

校　

生

ブレンダン・オサリバン

エバン・デュークス 櫻井　譲二

ジョッシュ・ライル
蓑島　吉浩

カルビン・ジョンソン

リーバイ・センズ
菅原　茂幸

ブライアン・ヘンドリクス

マディソン・オレット 丸山　一人

サマリー・バッファロー 大平　哲信

レアン・アボット
菅原　　力

アレックス・ヘイ

ブランディン・ジョンソン 工藤　　聡

引　

率　

者

グレン・ルッカー 大須賀　白

タラ・バッファロー
横田　晋一

グラディス・マジェルスキー

パム・ラスムッスン
新津　昭則

ダイアン・ワイリー

足寄中学校で箏曲体験足寄高等学校で茶道体験足型採取
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足寄町の健康だより
「
か
ら
だ
元
気
」

平
成
22
年
度

健
康
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

町
で
は
「
足
寄
町
健
康
づ
く
り
計
画
」

の
指
標
評
価
の
た
め
、
特
定
健
診
を

受
診
し
た
８
０
６
人
の
方
に
協
力
い

た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
集
計
結
果
と
今
後
の
取
り
組

み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

「
足
寄
町
健
康
づ
く
り
計
画
」

と
は
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
標

と
し
た
「
健
康
日
本
21
」
「
健

や
か
生
活
習
慣
国
民
運
動
」「
足

寄
町
健
康
保
険
特
定
健
診
実
施

計
画
」
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年

ま
で
の
成
人
期
か
ら
の
健
康
づ

く
り
の
方
向
性
や
目
標
を
定
め

た
も
の
で
す
。
基
本
理
念
を
「
生

涯
現
役
を
目
指
す
、
成
人
期
か

ら
の
健
康
づ
く
り
～
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
よ
う
～
」
と
し
、

「
①
飲
食
」
「
②
運
動
」
「
③
歯

科
」
「
④
た
ば
こ
」
の
４
分
野

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

①飲食　　　マークの見方　( _̂̂ ) いい感じ　(～_～) もうひと頑張り� 単位：％③歯科　　　マークの見方　( _̂̂ ) いい感じ　(～_～) もうひと頑張り� 単位：％

④たばこ　　マークの見方　( _̂̂ ) いい感じ　(～_～) もうひと頑張り� 単位：％

②運動　　　マークの見方　( _̂̂ ) いい感じ　(～_～) もうひと頑張り� 単位：％

行動目標 指　　　　　　　標 平成20年度 平成21年度 平成22年度
平成23年度
目　標

自分の適量を
知ろう

ＢＭＩ25以上：男性20～60歳
の人の割合　　女性40～60歳　※

41.3
28.7

41.1
29.4

37.5�( _̂̂ )
29.9�(～_～)

減　少

１日当たりの飲酒量が１合未満の人の割合 37.4 24.8 35.9�(～_～) 増　加

食品の組み合
わせ方、選ぶ
力をつけよう

野菜料理を１日５皿とっている人の割合 ―― 40.9 37.3�(～_～) 増　加

毎食主食＋主菜＋副菜をそろえて食べるよう
に心掛けている人の割合

―― 84.4 84.1 増　加

栄養成分表示の店を増やす（新現店舗） ３店舗 ４店舗 ５店舗 ( _̂̂ ) ４店舗

正しい食生活
を心掛けよう

朝食を欠食している人の割合 �7.1 �9.3 �9.8�(～_～) 減　少

就寝前２時間以内に夕食をとる人の割合 15.3 44.0� 17.9�(～_～) 減　少

行動目標 指　　　　　　　標 平成20年度 平成21年度 平成22年度
平成23年度
目　標

歯周病を予防
しよう

１日２回以上歯を磨いている人の割合 ―― 68.9 71.0�( _̂̂ ) 増　加

年１回以上歯科検診を受ける人の割合 ―― 35.5 37.0�( _̂̂ ) 増　加

健康教育の数を増やす ４カ所 12カ所 ８カ所 増　加

行動目標 指　　　　　　　標 平成20年度 平成21年度 平成22年度
平成23年度
目　標

禁煙に取り組
みましょう

現在たばこを吸っている人の割合 20.6 20.1 17.6�( _̂̂ ) 減　少

「おいしい空気の施設」登録施設数（新規施設） １カ所 １カ所 ４カ所 ( _̂̂ ) ４カ所

行動目標 指　　　　　　　標 平成21年度 平成22年度
平成23年度
目　標

運動の大切さ
を知ろう

日常生活で体を動かすことを意識している人
の割合

82.6 83.6�( _̂̂ ) 増　加

１日20分以上、ニコニコペースの運動が必要
なことを知っている人の割合　※

31.1 36.0�( _̂̂ ) 増　加

運動を継続し
よう

仕事以外の１年を通した運動習慣がある人の
割合

46.0 44.0�(～_～) 増　加

※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）　18.5未満＝やせ過ぎ、18.5以上25未満＝普通、25以上＝肥満
　飲酒量１合未満（アルコールの適量20ｇ未満）　ビール：500ml、日本酒：１合、25度の焼酎：100ml

※ニコニコペースの運動：楽しみながら、笑顔で隣の人とおしゃべりできるくらいの運動（息が切れ
る手前でややきついと感じる強度）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
る
傾
向
と
今
後
の

目
標

　

男
性
の
肥
満
の
割
合
が
減
少
し
た
も
の
の
、

朝
食
欠
食
・
就
寝
前
２
時
間
内
の
食
事
摂
食

者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
野
菜

の
摂
取
状
況
も
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
お
り

食
生
活
リ
ズ
ム
や
野
菜
の
摂
り
方
に
つ
い
て

見
直
し
が
必
要
で
す
。
本
年
度
は
食
生
活
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
資
料
を
作
成
し
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
野
菜
が
多
く
摂
れ
る

メ
ニ
ュ
ー
等
を
普
及
・
啓
発
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
栄
養
成
分
表
示
の
店
」
の
飲
食
店
新
規

登
録
は
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
今
後
さ

ら
な
る
登
録
店
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
る
傾
向
と
今
後
の

目
標

　

日
常
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識
し
て

い
る
人
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
以
外

に
運
動
を
し
て
い
る
人
は
前
年
に
比
べ
る
と

低
下
し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
そ
う
と
意
識

は
し
て
い
て
も
、
実
際
に
運
動
す
る
と
こ
ろ

ま
で
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

「
運
動
し
な
く
て
も
仕
事
で
た
く
さ
ん
動

い
て
い
る
か
ら
…
」
と
い
う
人
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
仕
事
と
運
動
は
全
く
の
別
物

で
す
。
運
動
は
意
識
し
て
筋
肉
を
使
い
ま
す

が
、
仕
事
で
は
使
っ
て
い
る
筋
肉
を
意
識
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
仕
事
で
の
同
じ
動
作
の
繰

り
返
し
は
疲
労
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

仕
事
と
は
別
に
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
運
動

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

運
動
は
、
急
に
辛
く
苦
し
い
内
容
で
あ
る

と
長
続
き
し
な
い
も
の
で
す
。
長
く
続
け
る

運
動
の
ペ
ー
ス
と
し
て
「
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス

の
運
動
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。
町
で
は
ニ
コ

ニ
コ
ペ
ー
ス
で
運
動
が
で
き
る
よ
う
、
町
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
「
ニ
コ
ニ
コ
体
操
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
体
操
内
容
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

貸
し
出
し
や
焼
き
増
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

職
員
を
派
遣
す
る
「
出
前
講
座
」
も
行
い
ま

す
の
で
ご
希
望
の
際
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
る
傾
向
と
今
後
の

目
標

　

歯
磨
き
や
歯
科
検
診
を
受
け
て
い
る
人
の

割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
生
涯
現
役

で
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に
「
生
」
の
原
点
で

あ
る
「
食
」
に
歯
の
健
康
が
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
お
口
の
健
康
づ
く
り
か
ら
生
涯
現
役

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
喫
煙
者
の
割
合
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
町
内
の
「
お
い
し
い
空
気
の
施
設
」
新

禁
煙
・
分
煙
を
適
正
に
実
施
し
て
い
る
施
設

の
こ
と
で
す
。
喫
煙
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響

の
正
し
い
知
識
を
普
及
啓
発
し
、
た
ば
こ
の

煙
を
吸
い
込
む
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め

に
も
、
お
い
し
い
空
気
の
施
設
登
録
数
の
増

加
に
務
め
ま
す
。
登
録
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

福
祉
課
保
健
推
進
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担
当

�
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日
本
で
は
「
未
成
年
者
喫
煙
防
止
法
」

に
よ
っ
て
、
未
成
年
者
の
喫
煙
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
を
始
め
る
き
っ

か
け
は
「
好
奇
心
」「
な
ん
と
な
く
」「
友

人
に
す
す
め
ら
れ
て
」
と
何
気
な
い
こ

と
が
多
く
、
た
ば
こ
の
入
手
方
法
は
「
家

に
あ
っ
た
か
ら
」「
友
人
に
も
ら
っ
た
」

な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
が

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
成
年
者
の
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
の

害
は
、
多
く
の
有
害
物
質
に
よ
っ
て
将

来
、
が
ん
を
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ

チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
が
血
液
の
流
れ
を

悪
く
し
て
勉
強
や
運
動
に
集
中
で
き
な

く
さ
せ
、
体
の
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
家
族
が
喫
煙
す
る
場
合
、
子

ど
も
の
喫
煙
率
も
高
い
状
況
に
あ
り
、

特
に
、
喫
煙
開
始
年
齢
が
早
い
ほ
ど
ニ

コ
チ
ン
依
存
に
な
り
や
す
く
、
禁
煙
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
家
庭
の
中
で
た
ば

こ
の
害
を
知
り
、
子
ど
も
の
健
康
を
守

る
た
め
に
も
、
最
初
の
１
本
に
手
を
出

さ
な
い
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

最
初
の
１
本
に
手
を
出
さ
な
い
た
め
に

～
未
成
年
者
と
た
ば
こ
の
害
～

規
登
録
数
が
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
の
登
録
は
、
多

数
の
人
が
利
用
す

る
学
校
や
病
院
、

集
会
場
、
事
業
所
、

飲
食
店
な
ど
で
、

は
、
町
管
理
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
福
祉
課
保
健
推
進
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
栄
養
成
分
表
示
の
店
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
メ
ニ
ュ
ー
表
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
カ
ロ
リ
ー
）
や
塩
分
等
の
「
栄
養
成
分

表
示
」
を
行
っ
て
い
る
お
店
の
こ
と
で
す
。

栄
養
計
算
や
メ
ニ
ュ
ー
、
表
示
方
法
な
ど

このステッカーが目印です

た
ば
こ
と
健
康

今年３月に町オリジナルの「ニコニコ体操」が完成しました。
ご希望があれば出前講座を行います。お問い合わせください。

おいしい空気の施設
ステッカー
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足寄町の財政状況
（平成23年３月末現在）

歳　出

平成22年度予算の執行状況（平成23年３月31日現在）をお知らせします。

この数値は決算額とは異なります。それは、会計年度は４月１日から３月31日までですが、この後、出納整

理期間（４月１日から５月31日まで）があり、この間にもお金の出し入れがあるからです。

一般会計

歳　入

特別会計の収支状況

会　　計　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億2,991万1千円 9億5,086万4千円 9億9,811万0千円 88.3%

簡 易 水 道 4,193万4千円 1,041万5千円 3,881万0千円 92.6%

老 人 保 健 361万2千円 355万7千円 355万7千円 98.5%

公 共 下 水 道 事 業 3億6,544万9千円 1億1,429万0千円 3億5,125万6千円 96.1%

介 護 保 険 7億7,518万7千円 6億2,522万4千円 6億7,612万8千円 87.2%

足 寄 都 市 計 画 足 寄 市 街 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 4億3,974万6千円 9,390万4千円 4億1,657万3千円 94.7%

介 護 サ ー ビ ス 事 業 2億6,295万9千円 1億8,766万1千円 2億4,979万3千円 95.0%

後 期 高 齢 者 医 療 9,437万8千円 5,828万3千円 9,112万8千円 96.6%

企業会計の収支状況

会　　　計　　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 1億0,230万1千円 1億3,314万5千円 9,517万5千円

資本的収入及び支出 9,094万5千円 5,513万0千円 9,081万9千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 11億2,705万7千円 8億4,006万7千円 8億9,144万1千円

資本的収入及び支出 1億3,496万6千円 4,580万2千円 1億0,436万2千円

国税（所得税、法人税、酒税、消
費税など）の一部から、町の財政
状況に応じて交付されるお金です。

町の特定の事務・事業に対
して、国からくるお金です。

45億3,004万3千円

44億4,040万9千円

 9億7,150万5千円

11億8,226万9千円

2億8,110万0千円

11億7,314万1千円

8億5,383万5千円

8億6,201万1千円

4億1,536万9千円

8億2,714万4千円

2億4,223万6千円

3億6,606万1千円

1億6,555万5千円

1億6,995万9千円

1億7,279万2千円

8億1,824万9千円

5億7,512万6千円

5億9,068万8千円

収入済額

予　算　額

収入済額
　82億0,756万1千円
予　算　額
 104億2,993万1千円
執　行　率
　78.7％

0 2 4 6 8 10 12 14 16
（億円）

地　方
交付税

皆さんに納めていただいた
税金です。 町　税

多額の資金を必要とする事業を
早く完了するため、国や銀行な
どから借り入れるお金です。

町　債

特別会計や基金との間で相互
に資金運用をし、一般会計に
繰り入れされるお金です。

繰入金

国　庫
支出金

町が行う事務・事業に対し
て、北海道からくるお金で
す。

道支出金

国税として徴収した自動車重量税
などを、国が一定の基準によって
地方公共団体に譲与するお金です。

地　方
譲与税

使用料及び手数料や分担金、
地方消費税交付金、繰越金
などのお金です。

その他

預金利子、貸付元利収入な
ど、ほかの項目に属さない
お金です。

諸収入

借入金の返済金、利子など
です。公債費

特別職・一般職の給与など
の経費です。職員費

土木費
道路改良、橋の架け替え、
公営住宅の建設、公園の管
理などの経費です。

農林水産
業　　費

農業基盤整備の工事費や農
業・林業振興のための経費
です。

民生費
幼児やお年寄り、からだの
弱い方を援護するための経
費です。

21億9,120万2千円

21億9,474万2千円

7億2,328万8千円

15億0,708万0千円

12億2,927万7千円

12億4,894万8千円

5億3,989万9千円

11億8,808万1千円

9億3,121万4千円

9億9,050万1千円

6億3,547万2千円

9億5,182万5千円

8億2,227万4千円

9億2,971万7千円

6億5,264万2千円

8億0,428万1千円

5億3,821万7千円

6億1,475万6千円

支出済額 

予　算　額 

支出済額
　82億6,348万5千円
予　算　額
 104億2,993万1千円
執　行　率
　79.2％

（億円）
2025 15 10 5 0

皆さんの健康を守ったり、
ごみなどを処理したりする
ための経費です。

衛生費

小・中学校の改修や備品の
購入、生涯学習推進などに
使われる経費です。

教育費

議会、商工業振興、消防施
設費、労働者対策、災害復
旧などの経費です。

その他

役場の全般的な仕事、税金
を集める仕事、戸籍事務や
選挙事務のための経費です。

総務費

※収益的収入及び支出とは、サービスの提供により得た収入とサービスの提供に要した人件費や物件費など

の支出を指します。また、資本的収入及び支出とは、将来の経営活動に備えて行う建設改良にかかる支出

とその財源となる収入を指します。



まちかどまちかどまちかど
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

４.28 スローガンを唱え行進

　ネイパルあしょろ（道立足寄少年自然の家、

平野隆一所長）でこどもの日フェスティバル

が開かれ、町内外から多くの家族連れが訪れ

ました。来場者は熱気球の搭乗や木工クラフ

ト体験、ゲーム企画、足寄高等学校ボランテ

ィア部による体験コーナーなどさまざまなイ

ベントを楽しんでいました。

　第82回メーデー足寄地区集会（足寄地区連

合会主催、上村隆会長）が行われ、町内の労

働組合員や家族など約１８０人が参加しまし

た。参加者は「被災労働者の雇用と生活を守

ろう」「自立生活が可能な最低賃金の実現」

などを訴えながら市街地を行進しました。そ

の後、町民センターで集会が開かれました。

５.５ 家族連れでにぎわう５.19 のんびりと

5. 10　螺湾小学校 5. 18　芽登小学校

5. 6　足寄小学校4. 27　大誉地小学校

　大規模草地育成牧場で入牧が始まりました。

６月10日までに町内外、遠くは島根県などか

ら約１，８００頭の牛や馬を受け入れます。

牛馬は職員に誘導されながら、体重を量り予

防接種と消毒を済ませ、約８００ヘクタール

の放牧地に放されます。退牧する秋までの５

カ月間、広大な牧場でゆったり過ごし大きく

育っていきます。

　足寄ライオンズクラブ（和知紀夫会長）が

里見が丘公園フラワー園隣にヒメリンゴやエ

ゾヤマザクラなどの苗木17本を植樹しました。

開町１００年を記念したこの植樹作業は、今

年で最終年となり、この日もお手伝いで参加

した足寄高等学校の生徒や教員が協力して会

員と一緒に丁寧に植え付けました。

　町農業協同組合青年部が町内の保育園と保

育所に通う年長児童を対象に農業体験を行い

ました。子どもたちは同部員から植え方を教

わり、ジャガイモやタマネギ、ニンジンなど

を手分けして植え付けました。終了後には、

子どもたち全員で畑に向かって「大きくなれ

�」とおまじないを掛けていました。

　第23回足寄町長杯争奪パークゴルフオープ

ン大会（町パークゴルフ協会主催、町ほか後

援）が、ときわコースと里見グリーンヒルで

開催されました。曇り空の肌寒い中、男性42

人、女性21人の計63人が出場しました。選手

は、町オリジナル「ニコニコ体操」で体を温

め、優勝目指して熱戦を繰り広げました。

５.14 丁寧に植え付ける

５.15 シーズン到来

交通ルールを守ろう

５.18 大きくなれ�

　町内の各小学校で交通安全教室が行われ

ました。
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いつでも、

どこでも、

だれでも、

なにからでも、 

1011

通算　第84号

　

教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校

で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
等
の
展
示
を

し
ま
す
。
小
学
校
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る

教
科
用
図
書
を
展
示
し
ま
す
が
、中
学
校
は
、

現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
と
平
成
24
年
度
か

ら
使
用
す
る
教
科
用
図
書
の
２
種
類
を
展
示

し
ま
す
。

目
　
　
的　

教
科
用
図
書
を
公
開
し
、
教
科

用
図
書
や
教
科
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う

期
　
　
間
　
６
月
17
日
㈮
～
６
月
30
日
㈭

場
　
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
　
　
細　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

学 習

生 涯

足
寄
町
社
会
教
育
委
員

く
燃
え
る
２
日
間
、
ぜ
ひ
、
学
校
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

全
力
プ
レ
ー
を
誓
う
！

　

現
在
、
高
体
連
真
っ
只
中
で
、
各
運
動
系

の
部
活
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
野
球
部（
宍
戸
貴
一
主
将
）

は
、
新
入
部
員
４
人
を
迎
え
た
も
の
の
、
部

員
は
８
人
の
た
め
、
他
の
部
か
ら
助
っ
人
を

借
り
て
夏
の
大
会
に
臨
み
ま
す
。

　

高
校
生
活
最
後
の
大
会
と
な
る
３
年
生
は
、

悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
な
全
力
プ
レ
ー
で
、

勝
利
を
目
指
し
た
い
と
強
く
語
っ
て
い
ま
す
。

町
民
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

十
勝
地
区
予
選
大
会

日
程

　
６
月
26
日
㈰
～
７
月
２
日
㈯

場
所　

帯
広
の
森
野
球
場

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
唯
一
の
高
等

学
校
の
足
寄
高
等
学
校
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
。
明
る
く
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
る
足
高

の
生
徒
や
行
事
な
ど
、
今
の
足
高
を
ご
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
学
期
始
ま
る

　

足
寄
高
校
（
千
葉
浩
次
校
長
）
は
、
本
年

度
新
た
に
38
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生

徒
１
２
５
人
、
教
職
員
20
人
で
新
年
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
生
徒
数
の
減
に
よ
り
２
間
口

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
１
年
生
は
１

ク
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
人
数
は
少
な
い

な
が
ら
も
す
ぐ
に
高
校
生
活
に
慣
れ
、
元
気

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

足
高
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
観
岳
祭
」

　

高
校
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば
学
校

祭
で
す
。
足
高
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
伝

統
の
第
53
回
「
観
岳
祭
」
が
、
７
月
９
日
㈯
、

10
日
㈰
の
２
日
間
行
わ
れ
ま
す
。

　

恒
例
の
仮
装
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
ク
ラ
ス
発
表
、
３
年
生
を
中
心

と
し
た
バ
ザ
ー
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
父
さ
ん
ら
に

よ
る
お
や
じ
屋
台
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
足
高
生
が
熱

学 習

生 涯
「
す
く
す
く
」

�

会
員
募
集

教
科
用
図
書

展

示

会

　

家
庭
で
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
。
育
児
や
し
つ
け
の
こ
と
、

子
ど
も
の
健
康
の
こ
と
な
ど
、
一
人
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
を
応
援
す
る
、
子
育
て
支
援
・
学
習
と

交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
で
は
、
平
成
23
年

度
の
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
２
月
ま
で
の
毎
月
１
回
、
子
育

て
講
話
や
離
乳
食
調
理
実
習
、
参
加
者
同
士

の
情
報
交
換
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
年
度
途

中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
子
育
て
中
の
マ

マ
・
パ
パ
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
　
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

　

教
育
委
員
会
は
、
町
の
新
し
い
社
会
教
育

委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
（
委
嘱
期
間
は
、
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
の
２
年
間
）。

　

社
会
教
育
委
員
は
、
町
の
社
会
教
育
に
関

す
る
諸
計
画
の
立
案
や
青
少
年
教
育
に
関
す

る
指
導
・
助
言
を
主
な
職
務
と
し
、
15
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
、

家
庭
教
育
や
子
育
て
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お

近
く
の
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
社
会
教
育
委
員 

（
敬
称
略
）

委

員

長　
　

伊
藤　

貴
之

 

（
前
・
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
）

副
委
員
長　
　

西
出
伴
良
宏

 

（
足
寄
中
学
校
校
長
）

委　
　

員

　
　

足
寄
小
学
校
校
長 

若
林
三
千
麿

　
　

芽
登
小
学
校
校
長 

松
井　

敦
子

　
　

足
寄
高
等
学
校
校
長 

千
葉　

浩
次

　
　

文
化
協
会
会
長 

大
須
賀　

白

　
　

体
育
協
会
会
長 

宇
野　
　

浩

　
　

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

 

富
士
田
和
夫

　
　

読
み
聞
か
せ
団
体
代
表 

先
崎　

紀
子

　
　

学
識
経
験
者 

小
松　

洋
一

　
　

学
識
経
験
者 

後
藤　

悦
子

　
　

学
識
経
験
者 

山
下　

侑
他

　
　

学
識
経
験
者 

松
崎　

晴
美

　
　

学
識
経
験
者 

櫻
井　

由
香

　
　

学
識
経
験
者 

相
馬　

由
美

※
平
成
23
年
度
社
会
教
育
関
係
団
体
等
の
代

表
者
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員 

（
敬
称
略
）

体
育
指
導
委
員
委
員
長 

沼
田　

信
二

　
　
　
　
　

副
委
員
長 

松
本　

憲
治

●
社
会
教
育
関
係
団
体 

（
敬
称
略
）

文
化
協
会
会
長　
　
　
　
　
　

大
須
賀　

白

日
本
足
並
み
会
会
長　
　
　
　

小
野
寺　

聡

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　
　
　
　

中
村　

一
行

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長　

兼
古　

照
夫

青
年
協
議
会
会
長　
　
　
　
　

八
木
沼
知
則

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長　

上
野　

悦
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
田
和
夫

体
育
協
会
会
長　
　
　
　
　
　

宇
野　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

智
一

詳
　
　
細
　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

　

教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
教
育
を
は
じ
め

教
育
に
関
す
る
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

（
よ・

・

・

・

・

く
な
ろ
う
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、

非
行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相

談

員

学 習

生 涯

教
育
相
談
電
話

武田　　悟

生涯学習推進アドバイザー

村本　正幸

生涯学習推進アドバイザー

足
寄
高
校

頑
張
る
�

健闘を誓う足高野球部メンバー
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博
物
館
情
報

フ
ォ
ス
ト
リ
ー
へ
Ｇ
Ｏ

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
を
復
元

　

夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、
み
ん
な
が
知

っ
て
い
る
恐
竜
「
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
」
の

頭
部
復
元
作
業
体
験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
頭
部
の
石
こ
う
模
型

に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
色
付
け
し
ま
す
。
化

石
と
し
て
残
ら
な
い
体
色
は
未
解
明
で
す
。

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
姿
や
生
き
方
を
想
像

し
な
が
ら
復
元
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
８
月
５
～
７
日
に
復
元
講
座
を
実
施
し
ま

す
。
町
内
の
幼
児
・
小
中
学
生
に
は
「
夏

休
み
化
石
体
験
無
料
券
」も
配
布
し
ま
す
。

　

７
月
18
日
～
８
月
31
日
ま
で
毎
日
開
館
。

詳
　
細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

総
合
体
育
館
情
報

イ

チ

オ

シ
！

体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
は
じ
め
、
町
内
の
野

外
体
育
施
設
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
と
き
わ
・
里
見
グ
リ

ー
ン
ヒ
ル
・
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
の
各
コ
ー
ス
）・

自
由
広
場
・
陸
上
競
技
場
・
野
球
場
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
・
と
き
わ
サ
ッ
カ
ー
場
を
利
用
す

る
場
合
は
、事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
各
施
設
と
も
有
料
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
施
設
の
利
用
状
況
や
料
金
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

利
用
の
際
は
施
設
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
楽
し
く
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 
☎
25

－

３
１
９
１

図

書

室

ほ
っ

と

情

報

図
書
室
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
お
よ
び
子
ど
も
図

書
室
は
、
書
棚
等
の
整
理
の
た
め
６
月
27
日

㈪
か
ら
７
月
10
日
㈰
ま
で
の
２
週
間
を
臨
時

休
館
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
よ
り
も
見
や
す
く
、
借
り
や
す

い
図
書
室
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
の
で
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
休
館
中
は
、
図
書
の
貸
し
出

し
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
返
却
は
、
返
却
ボ
ッ

ク
ス
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

利
用
者
カ
ー
ド
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

本
を
借
り
る
場
合
は
、
利
用
者
カ
ー
ド
の

提
示
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
ご
持
参
願
い

ま
す
。
利
用
者
カ
ー
ド
等
、
図
書
に
関
す
る

こ
と
は
、図
書
室
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
用
者
カ
ー
ド
の
登
録
方
法

●
中
学
生
以
上
の
方

　

利
用
者
カ
ー
ド
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
中
学
生
以
上
で
あ

れ
ば
生
徒
手
帳
や
学
生
証
、
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
等
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
小
学
生
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
全
児
童
に

利
用
者
カ
ー
ド
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

新

刊

案

内

一
般
書

麒
麟
の
翼 

東
野　

圭
吾

ば
ん
ば
憑
き 

宮
部
み
ゆ
き

本
日
は
大
安
な
り 

辻
村　

深
月

カ
ル
テ
ッ
ト
４
　
解
放
者 

大
沢　

在
昌

花
の
鎖 

湊　

か
な
え

死
な
な
い
病
気（
あ
と
の
祭
り
） 

渡
辺　

淳
一

ナ
ニ
ワ
・
モ
ン
ス
タ
ー 

海
堂　
　

尊

隣
室
の
モ
ー
ツ
ア
ル
ト 

藤
堂
志
津
子

サ
ト
リ
　
上
・
下 

ド
ン
・
ウ
ィ
ン
ズ
ロ
ウ

お
い
し
い
手
作
り
保
存
食 

石
澤　

清
美

児
童
書

く
る
ま
か
し
ま
す 

鈴
木
ま
も
る

お
め
で
と
う
お
ひ
さ
ま 

片
山　
　

健

い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
あ
な
た
へ

 

江
國　

香
織

み
ら
く
る
ミ
ル
ク 

中
西　

敏
夫

お
に
も
つ
　
は
い
け
ん 

吉
田　

道
子

お
や
す
み
な
さ
い
を
す
る
ま
え
に

 

ジ
リ
ア
ン
・
シ
ー
ル
ズ

ぼ
く
も
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い
な

 

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン

詳
　
細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
25

－

３
１
８
８

社
会
教
育
事
業
の
お
知
ら
せ

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日
　
６
月
18
日
㈯
　
７
月
16
日
㈯

　
　
　
　
９
月
17
日
㈯

時
　
間　

午
後
１
時
～
２
時

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
６
月
25
日
㈯
　
７
月
23
日
㈯

　
　
　
　
８
月
27
日
㈯
　
９
月
24
日
㈯

時
　
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ

開
催
日

　
７
月
12
日
㈫

　
８
月
９
日
㈫

　
　
　
　
９
月
13
日
㈫

時
　
間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

対
　
象　

乳
幼
児
か
ら
幼
児

詳
　
細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

７
４
８
７

子
育
て
・
家
庭
教
育

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

開
催
日
　
７
月
29
日
㈮
　
９
月
15
日
㈭

時
　
間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す

「
す
く
す
く
」
10
周
年
記
念
講
演
会

開
催
日
　
８
月
20
日
㈯
　
午
後
２
時
～

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

講
　
師　

坂
本　

勤
氏

　
　
　
　

（
タ
マ
ゴ
マ
ン
は
中
学
生
著
者
）

対
　
象　

一
般
町
民

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日

　
６
月
21
日
㈫

　
７
月
26
日
㈫

　
　
　
　
８
月
23
日
㈫

時
　
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日
　
７
月
28
日
㈭

時
　
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
　
象　

乳
児
検
診
該
当
者

※
乳
児
検
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

生
涯
学
習
事
業

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

６
月
４
日
㈯
～
６
月
22
日
㈬

　
　

保
育
園
ど
ん
ぐ
り
作
品
展

６
月
25
日
㈯
～
７
月
18
日
㈪

　
　

オ
ン
ネ
ト
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展

７
月
21
日
㈭
～
８
月
11
日
㈭

　
　

原
爆
写
真
展

８
月
17
日
㈬
～
９
月
１
日
㈭

　
　

十
勝
文
化
会
議
巡
回
絵
画
展

詳
　
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

社
会
体
育
事
業

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
（
６
月
）

開
催
日

　
６
月
９
日
㈭
～
30
日
㈭
ま
で
の

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日

　
全
４
回

時
　
間　

午
前
10
時
か
ら

場
　
所　

総
合
体
育
館
ほ
か

内
　
容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対
　
象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
（
７
月
）

開
催
日
　
７
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮
ま
で
の

　
　
　
　
毎
週
金
曜
日
　
全
４
回

時
　
間　

午
後
１
時
か
ら

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

内
　
容　

水
中
運
動

対
　
象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館

●
か
っ
ぱ
水
泳
教
室

開
催
日
　
６
月
15
日
㈬
　
16
日
㈭
　
17
日
㈮

　
　
　
　
　
　
22
日
㈬
　
23
日
㈭
　
24
日
㈮

時
　
間　

午
後
３
時
30
分
～
午
後
５
時

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

対
　
象　

小
学
１
年
生
～
３
年
生

詳
　
細　

総
合
体
育
館

●
第
49
回
十
勝
東
北
部
体
育
大
会

開
催
日
　
７
月
３
日
㈰

時
　
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

場
　
所　

里
見
が
丘
運
動
公
園
ほ
か

内
　
容　

足
寄
・
本
別
・
陸
別
の
各
町
代
表

チ
ー
ム
に
よ
る
交
流
大
会

対
　
象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館

●
第
９
回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日

　
８
月
28
日
㈰

時
　
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

場
　
所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

内
　
容　

自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
・
小
学
生

交
流
ゲ
ー
ム

詳
　
細　

総
合
体
育
館

お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
主
な
事
業
予
定
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観光客が多数訪れる二つ星に選ばれたオンネトーと雌阿寒岳

一つ星に選ばれた

オンネトー湯の滝

晴天の中、会場にはたくさんの保護者が

応援に駆け付け、生徒たちは、日々の練習の

成果を披露しました。

優勝旗は赤組団（Ｂ組）の手に渡りました。

※（　）内のパーセントと金額は、平成22年度から変更ありません。

オ
ン
ネ
ト
ー
と
雌
阿
寒
岳
が
二
つ
星

ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
に
初
掲
載

５
月
28
日
、
足
寄
中
学
校
が

第
63
回
体
育
祭
を
開
催

国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
が
上
が
り
ま
す

ご
存
知
で
す
か
？

お
子
さ
ん
に
か
か
わ
る
手
当

　

フ
ラ
ン
ス
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
大
手
の
ミ

シ
ュ
ラ
ン
が
発
行
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
「
ミ
シ

ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」（
フ

ラ
ン
ス
語
版
）
に
町
の
観
光
名
所
「
オ
ン
ネ

ト
ー
」
と
「
雌
阿
寒
岳
」
が
二
つ
星
（
★
★
）

に
「
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
」
が
一
つ
星
（
★
）

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
ガ
イ
ド
は
、
80
年
以

上
の
歴
史
を
有
し
、
豊
か
な
自
然
や
多
彩
な

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
観

光
地
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
掲
載
地
の

お
薦
め
度
は
星
の
数
で
評
価
さ
れ
、
星
な
し

か
ら
最
高
ラ
ン
ク
の
三
つ
星
「
わ
ざ
わ
ざ
旅

行
す
る
価
値
が
あ
る
」、
二
つ
星
「
寄
り
道

す
る
価
値
が
あ
る
」、
一
つ
星
「
興
味
深
い
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
３
月
に
刊

行
さ
れ
た
同
ガ
イ
ド
の
改
訂
第
２
版
と
し
て

５
月
13
日
に
フ
ラ
ン
ス
で
発
売
さ
れ
、
日
本

で
は
全
国
主
要
洋
書
取
扱
書
店
で
発
売
さ
れ

て
い
ま
す
（
年
内
に
は
10
カ
国
語
で
出
版
予
定
）。

十
勝
管
内
の
観
光
地
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
今

回
が
初
め
て
で
、
あ
ら
た
め
て
世
界
に
オ
ン

ネ
ト
ー
と
雌
阿
寒
岳
、
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝

が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
観
光
客
の
増

加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
は
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ

る
医
療
費
の
一
部
を
支
給
す
る
医
療
保
険
制

度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
は
、
市
町
村
ご
と

に
独
立
し
た
特
別
会
計
を
設
け
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
保
険
税
と
国

や
北
海
道
か
ら
の
負
担
金
、
補
助
金
な
ど
の

収
入
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
30
日
に
地
方
税
法
施
行
令

が
改
正
さ
れ
、
中
低
所
得
者
層
の
国
民
健
康

保
険
税
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
医
療
給

付
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付

金
分
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
答

申
や
現
在
の
経
済
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
町

の
財
政
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
国
民
健
康
保

険
税
の
一
定
の
収
入
の
確
保
を
図
る
た
め
、

国
の
法
令
改
正
に
基
づ
い
て
平
成
23
年
度
の

課
税
限
度
額
を
次
の
と
お
り
引
き
上
げ
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
が
病
院
に

か
か
っ
た
と
き
に
発
生
す
る
医
療
給
付
分
と

主
に
75
歳
以
上
の
方
が
加
入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
財
政
支
援
分
、
40
歳
か
ら
64

歳
の
方
が
加
入
す
る
介
護
保
険
制
度
分
を
支

援
す
る
３
本
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
手
当

　

子
ど
も
手
当
は
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
を
支
援
す
る
た
め
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
手
当
に
つ
い
て
、
国
で
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
暫
定
的

に
９
月
分
ま
で
延
長
が
決
定
し
ま
し
た
。

支
給
金
額　

一
人
に
つ
き
１
３
，
０
０
０
円

対
象
者　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

支
給
月　

本
年
２
月
か
ら
５
月
分
を
６
月
に
、

６
月
か
ら
９
月
分
を
10
月
に
支
給

　

な
お
、
10
月
分
以
降
に
お
け
る
手
当
の
支

給
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
決
定
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
両
親
の
離
婚
な
ど
に
よ

り
父
（
母
）
親
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い

母
子
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

児
童
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。
18
歳
ま
で
の
児
童
（
18

歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者
）を
監
護
し
て
い
る
父
（
母
）

や
父
（
母
）
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
障
が
い
児
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
ま
た
は
中
度
の
障
が
い
を
有
す
る
児
童

を
育
て
て
い
る
家
庭
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
の
父
、
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

現
在
、各
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
に
は
所
得
制
限
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
非
該
当
で
受

給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
で
も
所
得
の
状
況

に
よ
り
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

両
手
当
を
継
続
し
て
受
給
す
る
た
め
に
は
、

１
年
に
１
回
現
況
届
（
８
月
）
の
提
出
が
必

要
で
す
。
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国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の

相
互
扶
助
に
よ
り
成
り
立
つ
制
度
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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医療給付分
後期高齢者

支援金分
介護納付金分

（全被保険者） （全被保険者） （40歳～64歳）

所　得　割 （5.3％） （2.2％） （0.85％）

資　産　割 （35.0％） （10.0％） （6.50％）

均　等　割 （21,500円） （7,500円） （5,900円）

平　等　割 （24,500円） （8,500円） （5,500円）

課税限度額 51万円 14万円 12万円

引き上げ額 １万円 １万円 ２万円

３年生：学級対抗綱引き ３年生：なわとびリレー

２年生：ムカデで抜かせ!!１年生：Get the flag!!

選手宣誓
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第41回
高校から始まる防災教育と
地域活性化の事例

町民
防災講座

　

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

　

明
治
生
ま
れ
の
地
球
物
理
学
者
「
寺
田
寅

彦
博
士
」
の
言
葉
で
す
。
災
害
が
災
害
で
あ

る
ゆ
え
ん
は
、
な
か
な
か
起
き
な
い
か
ら
で

す
。
古
く
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
災
害

の
記
憶
も
、
災
害
の
碑
も
、
い
つ
し
か
忘
れ

去
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
ろ
に
地
震
や
噴

火
が
起
き
、
災
害
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
か
ら

人
々
は
ど
う
や
っ
た
ら
身
を
守
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
自
然
災
害
が
起
き
る
こ
と
を
覚
え

て
お
く
、
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
を
知
っ
て
お

く
、
つ
ま
り
防
災
意
識
を
持
続
す
る
こ
と
が

一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

足
寄
町
に
は
雌
阿
寒
岳
火
山
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
は
美
し
い
山
で
、
登
山
や
温
泉
な
ど

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
が
、
最

近
10
年
を
み
て
も
小
さ
な
噴
火
を
数
回
起
こ

し
て
い
ま
す
し
、
過
去
に
は
麓
ま
で
影
響
の

あ
る
と
て
も
大
き
な
噴
火
を
引
き
起
こ
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
噴
火
の
歴
史
や
火
山
の
魅
力

を
知
る
た
め
の
方
法
の
一
つ
に
「
防
災
教
育
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
口
に
防
災
教

育
と
言
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
こ
で
は

一
つ
の
事
例
と
し
て
、
２
０
０
０
年
に
噴
火

し
た
三
宅
島
で
実
践
し
た
、
防
災
教
育
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

校
生
を
対
象
に
、
防
災
教
育
を
実
施
し
ま
し

た
。
高
校
生
を
対
象
に
し
た
の
は
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
体
力
的
に
も
十
分
だ

と
い
う
意
見
が
高
校
の
先
生
方
か
ら
あ
っ
た

た
め
で
す
。

　

最
初
に
始
め
た
こ
と
は
「
三
宅
島
火
山
の

魅
力
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。
火

山
と
島
の
歴
史
、
火
山
と
観
光
に
つ
い
て
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク　

三
宅
島
火
山
の
魅
力
」
を
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
に
基
づ

き
、
火
山
の
専
門
家
や
気
象
庁
職
員
、
村
役

場
、
郷
土
史
家
、
観
光
事
業
者
た
ち
と
と
も

に
現
地
を
回
り
体
験
し
、
島
の
大
人
た
ち
が

防
災
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
か
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

は
見
る
見
る
変
わ
り
、
海
だ
け
を
見
て
い
た

高
校
生
た
ち
は
つ
い
に
山
を
見
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
今
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
野
外

火
山
観
察
会
を
行
う
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
例
で
筆
者
が
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、

高
校
生
は
地
域
の
貴
重
な
防
災
戦
力
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
防
災
教
育
は
、
地
域
の
魅
力

を
学
び
地
元
を
誇
り
に
思
う
心
を
育
む
こ
と

に
も
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
足
寄
町
で

も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、
高
校
生
か

ら
発
信
す
る
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
防

災
教
育
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構

�

主
任
研
究
員　

新
堀
賢
志
）
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ま
た
、
こ
の
現
地
学
習
会
の
後
、
高
校
生

た
ち
が
小
学
生
に
伝
え
る
防
災
授
業
を
実
施

し
、
自
分
た
ち
が
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
に
よ
り
、
高
校
生
た
ち
の
目

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
・
学
校
・
地
域
、

そ
し
て
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」。
そ
の
推
進

に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
一
人
一

人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
は

男
女
共
同
参
画
週
間

　

平
成
11
年
６
月
23
日
に
「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
毎
年

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週
間
が
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し

つ
つ
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別

に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
形
成

に
向
け
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
チ
ャ
ン
ス
を
分
か
ち
、
未
来

を
拓
こ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
女

性
が
積
極
的
に
社
会
活
動
に
参
画
す
る
機
会

を
提
供
す
る
取
り
組
み
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
」
の
推
進
を
重
点
課
題
と
し
て
い

ま
す
。

な
ぜ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
が
必
要
か

　

最
近
は
、
多
く
の
女
性
が
仕
事
を
持
ち
、

家
事
や
育
児
に
か
か
わ
る
男
性
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
男
性
は
仕
事

中
心
の
生
活
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
女
性
の
賃

金
が
男
性
に
比
べ
て
低
い
職
場
も
あ
り
、
家

庭
で
は
女
性
に
家
事
や
育
児
、
介
護
の
負
担

が
重
く
伸
し
掛
か
る
な
ど
、
地
域
社
会
へ
の

参
画
が
で
き
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な

変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
男
女
が

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
責
任
を

分
か
ち
合
い
、
性
別
に
関
係
な
く
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
、
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
社
会
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
向
け
て

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
は
「
男
な

ん
だ
か
ら
」「
女
の
く
せ
に
」
と
い
っ
た
社

会
的
・
文
化
的
に
作
ら
れ
た
性
差
に
と
ら
わ

れ
ず
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
認
め
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
意
識
に
変
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
今
一
度
、
性
別
に
よ
る
固
定
的

な
役
割
に
つ
い
て
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
一
人
が
意
識
を
も
ち
、
家
庭
・
職
場
・

地
域
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
８

春
満
月
浄
土
の
母
を
偲
び
い
る	

小
川
ト
ミ
子

ラ
ン
ド
セ
ル
背
な
に
大
き
く
入
学
す	

山
岸
　
清
子

橋
桁
に
さ
ば
か
れ
て
を
り
春
の
水	

小
山
田
富
美
子

少
し
て
れ
母
の
手
に
ぎ
る
入
学
児	

中
田
　
京
子

蕗
の
と
う
鉄
路
の
跡
を
添
う
ご
と
し	

坂
本
　
夢
乃

足
も
と
も
軽
や
か
な
り
や
春
の
風	

松
野
さ
わ
子

入
学
の
絶
え
し
校
門
古
し
ま
ま	

上
谷
喜
美
子

入
学
や
新
任
教
師
の
薄
化
粧	

吉
田
　
哲
子

ラ
ン
ド
セ
ル
青
空
背
負
い
入
学
す	

小
山
　
博
子

満
開
の
さ
く
ら
に
根ね

来ご
ろ

寺じ

鎮
座
せ
り	

湯
浅
　
保
子

陽
を
う
け
て
土
の
帽
子
や
ク
ロ
ッ
カ
ス	

高
橋
と
し
子

父
よ
り
も
大
き
な
靴
で
入
学
す	

古
住
　
蛇
骨

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

　

三
宅
島
は
１
９
４
０
年
の
噴
火
以
降
、
ほ

ぼ
20
年
周
期
で
噴
火
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
10
年
も
経
て
ば
、
島
民
の

噴
火
の
記
憶
は
薄
れ
ま
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
噴
火
を
ほ
と
ん
ど

知
ら
ず
、
山
よ
り
も
海
に
興
味
が
あ
る
子
ど

も
た
ち
ば
か
り
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
高 海から見た三宅島

噴石で穴の開いた牛舎

（２０００年噴火）
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福祉医療受給者証の
更新について

　福祉医療受給者証（重度心身障

害者、ひとり親家庭等、乳幼児等）

をお持ちの方について、受給者証

の更新を行います。新しい受給者

証は、７月末までにご家庭に届く

よう郵送します。期限切れの受給

者証は８月１日から無効になりま

すのでご注意ください。

　また、受給者証をお持ちで今年

１月２日以降に転入された方は、

以前にお住まいの市町村で「平成

23年度所得・課税証明書」を交付

請求し役場住民課保険担当まで提

出ください。

※無効になった受給者証は返却の

必要はありませんので破棄して

ください。

※前年の所得の状況により、該当

にならない場合があります。

※世帯の課税状況により、負担割

合が変更となる場合があります。

詳細� 役場住民課住民室保険担当

� ☎２５－２１４１内線２１５

ふるさと寄附金が
被災地支援に

公平委員会委員選任

　被災地の自治体への寄附金、自

治体を通じての被災者への義援金

は「ふるさと寄附金」として住民

税・所得税の控除が受けられます。

日本赤十字社や中央共同募金会等

への義援金もふるさと寄附金とし

て控除が受けられます。詳しくは

総務省東日本大震災関連情報ホー

ムページ（http://www.soumu.go.
jp）をご覧ください。

詳　　細

� 役場住民課税務室課税担当

� ☎２５－２１４１内線２３１

　白沢嗣栄さ
んが５月20日に公平委

員会委員に選任

されました。任

期は平成27年５

月19日までです。

足寄百年史（資料編）
販売開始

６月は外国人労働者問題
啓発月間です

　「足寄百年史（資料編）」が完

成しました。役場総務課総務室で

６月15日より販売します。ぜひこ

の機会にお求めください。

販売価格（１冊）

　町　民　１，０００円

　町外者　２，０００円

詳　　細� 役場総務課総務室

� ☎２５－２１４１内線３３４

・雇い入れる前に、就労が認めら

れるか在留資格を確認してくだ

さい。

・外国人の雇い入れと離職は、必

ずハローワークに届け出てくだ

さい。

・社会保険の加入等の雇用管理は

適正に行いましょう。

詳　　細� ハローワーク帯広

� ☎０１５５－２３－８２９６

　心に響くメッセージをソウルフルに歌い上げ

る「ジュンコ」と数々の有名アーティストとの

共演や音楽プロデュースの経験を持つ「チープ

広石」が多彩なステージを展開します。皆さん

のご来場をお待ちしています。

日　時　６月26日㈰　午後３時開演

場　所　本別町中央公民館大ホール

入場料

・高校生以上　前売り５００円（当日７００円）

・小・中学生　前売り２００円（当日３００円）

※入場料の一部を東日本大震災義援金として取

り扱わさせていただきます。

詳細およびチケット取り扱い

　本別町中央公民館内文化振興担当

� ☎２２－５１１１

ＪＵＮＫＯ＆ＣＨＥＥＰ

歌旅一座２０１１コンサート
プラネタリウム上映中

　銀河の森天文台では、ドーム型のプラネタリ

ウムでオーロラの番組を上映中です（入館料の

み必要です）。

開館時間　午後２時－10時30分

　　　　　（月曜日、火曜日は休館日）

上映時間　１回目午後３時、２回目午後５時、

　　　　　３回目午後８時（１回30分程度）

※開館日の土・日曜日、祝日のみの上映です。

入�館�料

昼間：大人　３００円、小・中学生　２００円

夜間：大人　５００円、小・中学生　３００円

※小学生未満は無料です。

詳　　細　銀河の森天文台� ☎２７－８１００

東日本大震災で
被害を受けた方へ

池北三町行政事務組合
足寄消防署職員募集

自動車使用に関する
地球温暖化対策について

税務職員募集

地デジ臨時相談窓口開設

通行止めのお知らせ

募集人員・受験資格

・救急救命士２人、昭和56年４月

２日以降に生まれた人で、救急

救命士の資格を有する人

・一般消防職１人、昭和60年４月

２日以降に生まれた人

申込書の請求方法

　足寄町ホームページ（http://
www.town.ashoro.hokkaido.jp）
からダウンロード可能です。郵送

による請求は、封書の表に「職員

採用試験申込書請求」と朱書きし

て、３００円切手（特定記録郵便

を利用のため）を貼った宛先明記

の返信用封筒（長型３号）を必ず

同封してください。

募集期間　６月13日㈪－22日㈬
採用試験　7月12日㈫
採用予定日　８月１日㈪
※詳しくはお問い合わせください。

請求先・詳細

� 〒０８９－３７０１

� 足寄町北１条４丁目52番地

� 足寄消防署消防課庶務係

� ☎２５－２６１９

　道では、地球温暖化対策として

駐車場の設置および管理者に対し、

利用者に向けてアイドリングスト

ップを啓発する看板やポスター掲

示を義務付けています。駐車面積

が５００平方メートル以上（おお

むね、普通自動車が40台以上の駐

車）の駐車場が該当します。

詳　　細� 道環境生活部環境局

� ☎０１１－２０４－５１８９受験資格

　平成２年４月２日－平成６年４

月１日生まれの方

試験の程度　高等学校卒業程度

受付期間

　６月21日㈫－28日㈫
第１次試験日　９月４日㈰
詳　　細� 札幌国税局人事第２課

� ☎０１１－２３１－５０１１

　皆さんはご自宅のテレビが地上

デジタル放送か地上アナログ放送

かご存じですか。画面右上に「ア

ナログ」と表示のある放送は７月

24日に終了するため、地デジの準

備が必要です。不安のある方はぜ

ひ相談窓口をご利用ください。

期　間　６月27日㈪－８月26日㈮
※土・日曜日、祝日は除きます。

※ただし７月の土・日曜日、祝日

は町民センターに相談窓口を開

設します。

時　間　午前10時－午後４時

場　所　役場１階ロビー

詳　細� デジサポ道東

� ☎０１５４－９９－０１０１

　上下水道工事のため次のとおり

通行止めを行います。皆さんのご

理解とご協力をお願いします。な

お、通行禁止区間であっても区域

内住民のために必要と認められる

交通は確保します。

工事箇所　南２条２丁目

　　　　　（町道南２丁目通）

工事期間　８月30日㈫まで

詳　　細� 建設課上下水道室

� 上下水道工務担当

� ☎２５－２１４１内線３５８

白沢　嗣栄さ
ん

（西町７丁目）

　大震災により被害を受けた方は、

所得税の軽減・免除が受けられ、

税務署で手続きを行うことで所得

税が還付となる場合があります。

そのほか、源泉所得税の徴収猶予

や還付、廃車となった自動車の自

動車重量税の還付などの特例があ

ります。詳しくは十勝池田税務署

にお問い合わせください。

　また、地方税についても住民税、

固定資産税、自動車税等の特例が

あります。詳しくは役場住民課税

務室までお問い合わせください。

詳　　細� 十勝池田税務署

� ☎０１５－５７２－２１７１

� 役場住民課税務室課税担当

� ☎２５－２１４１内線２３１

募　　集 お知らせ

町職員人事異動

（５月31日付退職者）

近納　裕司

（教育委員会教育総務室

　給食センター所長）
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今月の表紙

　４月21日、カナダの訪問団が足寄中学

校を訪問し、調理実習を行ったときのス

ナップです。　　（⇒２－３ページ）
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☆14ページでご紹介しましたが、雌阿

寒岳とオンネトーなどが「ミシュラ

ン・グリーンガイド・ジャポン」に

初掲載されました。

☆ミシュラン○○といえば、レストラ

ンやホテルが掲載されている「ミシ

ュランガイド（レッドガイド）」を思

い浮かべる人が多いと思います。事

実、私はグリーンガイドなるものの

存在を知りませんでした。

☆本を購入してみました。阿寒国立公

園のコーナーに雌阿寒岳とオンネト

ーが写真付きで掲載されています。

お読みになりたい方はご連絡くださ

い。ただし、フランス語版です。

堀田　真
ま

優
ゆ

ち
  ゃ
   ん

（平成21年５月19日生まれ）

　歌と踊りがとっても大好きで

す。小学１年生のお兄ちゃんと

仲良しですが、時にはお兄ちゃ

んを泣かせることも。明るくて

優しい子に育ってほしいです。

� 真吾・ちひろさ
んの子

（南１条３丁目）
方川　心

ここ

結
ろ

ち
  ゃ
   ん

（平成21年６月７日生まれ）

　アンパンマンが大好きで、曲

を聴くと元気に踊ります。お散

歩へ行くと、お花を摘んでプレ

ゼントしてくれます。思いやり

のある優しい子に育ってね。

� 信博・文美さ
んの子

� （芽登本町）

大風　早
さ

耶
や

ち
  ゃ
   ん

（平成21年６月９日生まれ）

　歌や踊りが大好きです。散歩

やブランコ、すべり台など外遊

びも大好きで、いつも楽しく遊

んでいます。このまま素直で元

気に育ってね。

� 圭介・諭美さ
んの子

（栄町１丁目）

編集後記

掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで

ひとのうごき

５月末の住民基本台帳

人　口　　７，７４４　人　（－４)

　男　　　３，７６４　人　（＋５)

　女　　　３，９８０　人　（－９)

世　帯　　３，６１６世帯（－１)

　　　　　　　（　）内は前月比


